
テーマ 「鯖江ブランド創造プロジェクト～交流人口の増加に向けて」 

鯖江市での事前調査（８月５日～６日） 

鯖江市におけるプログラム開始・市内視察（８月５日） 

初めての鯖江訪問は１泊２日での事前調査です。到着後、まなべの館敷地内にある矢代操先生胸像の前で感

謝の意を表しました。その後は中心市街地、うるしの里会館、西山公園など鯖江市全域を視察しました。 

   

福井県立大学・江川誠一講師 講義（８月６日） 

福井県立大学の江川誠一講師をお招きし、「地域活性化」について講義 

をしていただきました。江川講師は、１９９５年に鯖江市で開催された 

世界体操を筆頭に、鯖江市民のもつ「おもてなし」の精神と地域活性化 

の結びつきについて様々な事例を交えお話しくださいました。 

 

熟議～鯖江市の魅力・課題を発見しよう～（８月６日） 

前日の市内視察を踏まえ、実際に鯖江市を体感することで新たに見つけた魅力、また一方で鯖江市が抱える

課題について、鯖江市に暮らす参加者と２時間３０分に渡り意見を交わしました。 

   

事前調査での発見を踏まえ、学生たちは政策提言の考案を行います。一旦帰京した後、８月下旬の再度の鯖

江訪問に向け、調査・取材先の候補を絞り込み、学生自ら調整を行いました。 

 

鯖江市での現地調査（８月２６日～２９日） 

市長・商工会議所会頭との座談会（８月２６日） 

事前調査からお盆休みをはさんで２０日後、３泊４日での鯖江再訪です。牧野市長から鯖江市の概況、産業、

鯖江自慢、現在のまちづくりプロジェクト学生との連携など市況についてご講演いただき、野村会頭からは、

鯖江の産業振興などについてのお話を伺い、学生との質疑応答をしていただきました。 

   



現地での取材及びグループワーク（８月２７日・２８日） 

学生は各々徒歩、バス、レンタサイクルなど鯖江市内の移動手段を駆使し、ヒアリングや調査等を精力的に

行いました。宿舎に戻ってからは、会議室を貸切り、連日深夜までグループワークに取り組みました。 

   

熟議 ～政策提言のブラッシュアップ～（８月２８日） 

２回目の熟議では、学生たちが考案した政策提言の内容を高めていく作業を行いました。今回の熟議には、

福井県の大学生たちから成り鯖江で活動する「学生団体Ｗｉｔｈ」のみなさん、鯖江市のお隣・越前市に位置

する武生東高校の学生たちも参加し、一層賑やかな意見交換の場となりました。熟議終了後は、宿舎で深夜、

果てには早朝まで中間報告会の準備に励みました。 

   

中間報告会（８月２９日） 

約５０名の方のご出席のもと各グループが発表を行い、牧野市長、野村会頭より講評を、江川講師からも質

問を頂戴し、最終報告に向けた助言をいただきました。終了後、牧野市長から学生全員が「さばえ親善大使」

に任命されました。 

   

市内視察（椀椀・めがね型ストラップ作り体験・西山公園）（８月２９日） 

過酷な現地調査、緊張した中間報告会を終えた解放感とともに、再度鯖江市内の視察を行いました。うるし

の里会館内にある喫茶コーナー「椀椀」で特製の鯖江郷土料理を堪能した後は、めがねミュージアムでめがね

型ストラップ作り体験を行いました。 

   

牧野百男鯖江市長、学生の受入を担当してくださった鯖江市秘書企画課、商工政策課、農林

政策課をはじめとする職員のみなさん、熟議や取材にご協力くださったみなさん、心の籠っ

たご支援ご協力いただき、誠にありがとうございました！ 






